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　　「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る

教育職貝免許法の特例等に関する法律」（平成９年６月

18日法律第90号，以下，「介護等体験特例法」と呼ぶ）

が平成10年４月１日に施行され，小学校又は中学校の

教諭の普通免許状の授与を受けようとする者は，障害

者，高齢者等に対する介護，介助，これらの者との交

流等の体験（以下，「介護等体験」と呼ぶ）を行うこと

になった。介護等体験は，盲学校，聾学校若しくは養

護学校又は社会福祉施設その他の施設で，７日間行う

と定められている（同法施行規則）。介護等体験の内容

等については細かい規定がないために，各大学・短期

大学においてさまざまな試みがなされており，いくつ

かの報告が出されている。これらの報告のうち，調査

研究をみると，その調査対象は大学・短期大学，受け

入れ機関（特殊教育諸学校，社会福祉施設等），参加学

生の３つに大別できる。

　海老沢・徳田・塙（2001）は，小・中学校の教職課

程をもつ４年制大学に対する調査を行い，回答の得ら

れた140校について分析した｡事前指導は96％の大学で

実施されているのに対して，事後指導を実施している

大学は21％に過ぎなかった。事前指導の内容として。

　「体験先での活動上の注意事項」を挙げる大学が97％

と最も多かった。また，事前指導の反省点として，「学

生の目的意識や心構えを促す指導に努めたい」という

ものが10％と最も多かった。さらに，事後指導の内容

として,「障害者や高齢者に対する見方の変化」（79％）。

　「学生の体験内容」（79％），「学生が体験を通して学ん

だこと」(76%),「体験中に生じた疑問点」（72％）が

多かった。

　愛知教育大学教育実地研究委員会介護等体験実施検

討部会(2002)は，介護等体験の受け入れ側に対する

調査を行い，愛知県内の特殊教育諸学校13校，社会福

祉施設等67施設から回答を得た。介護等体験の実施に

より，肯定的な変化がみられたと回答した機関は，特

殊教育諸学校では85%,社会福祉施設等では76％で

あった。一方，介護等体験を実施して問題点が生じた

と回答した機関は，特殊教育諸学校の77%,社会福祉

施設等の33％であった。

　末津・佐野・寄田（2000）は，養護学校における介

護等体験に参加した学生に対して，介護等体験後に調

査を実施した。「どんな学習の機会になったか」という

問に対する回答として，障害児に対して抱いていた偏

見を解消したというものが多かった。また，介護等体

験の前後での気持ちの変化をみると,「義務づけられて

いないとしたら，自主的に介護等体験を受けるか」と

いう問に対して，体験前は「体験しようと思わない」

が71％であったが，体験後は「体験しようと思う」が

67％になっていた。介護等体験前には約90％の学生が

介護等体験に対して不安を抱いているが，介護等体験

後では約60％の学生がその不安は解消した，と回答し

ている。さらに，介護等体験後，「これから障害児に積

極的に関わる機会を持とうと思う」と回答する学生は

70％近かった。

　高畑･若山･平野･小林･武蔵（2000），若山･平野･

高畑・小林・武蔵（2000）は，附属養護学校で介護等

体験を行う学生に対して，事前調査（介護等体験第１

日目朝の日程説明前）と事後調査（第２日目の反省会

終了時）を実施した。事前調査において，体験するに

当たっての気持ちを尋ねたところ，不安があると回答

した学生は84.1%,期待があると回答した学生は94.

9％であった。不安があると回答した学生の中の69.7%

が，事後調査において不安が解消されたと回答してい

た。

　久芳（2001）は，介護等体験に参加した学生をボラ

ンティア活動の経験のある群（活動の対象は，高齢者

が46%,障害児（者）が33％）と経験のない群とに分

けて比較した｡「体験以前にもっと知っておきたかった

こと」という問に対して，「体験先の情報」，「具体的な

かかわり方」を挙げる学生の割合は，経験のない群の

方が多かった。「今後のボランティア活動について」と

いう問に対して，「またやってみたい」，「別の活動を

やってみたい」，「大学でボランティア活動の情報提供

があるとよい」と回答する割合は，経験のある群の方

が多かった。「体験中に困ったこと」という問に対する

回答結果より，経験のない者は基本的な接し方や理解

で戸惑い，経験のある者は適切な対応に苦慮する傾向

がみられた。

　本研究では，養護学校における介護等体験に参加し
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た学生を対象に，介護等体験で体験する可能性のある

内容をいくつか設定し，学生がそれぞれの体験内容を

どのぐらいの割合で体験しているかを明らかにしよう

とする。また，体験した学生については，その時，ど

のような気持ちを抱いたかについても明らかにしよう

とする。設定する体験内容は，子どもに関する項目，

先生に関する項目，学校に関する項目で構成する。体

験することによって，肯定的な気持ちを抱くと予想さ

れる項目と否定的な気持ちを抱くと予想される項目を

用意する。体験した時に抱く気持ちを細やかに知るた

めに，肯定的な気持ちを表す選択肢，否定的な気持ち

を表す選択肢ともに複数用意し，複数回答を求めるこ

とにする。

　介護等体験特例法によれば，介護等体験を実施する

観点は,｢義務教育に従事する教員が個人の尊厳及び社

会連帯の理念に関する認識を深めることの重要性にか

んがみ，教員としての資質の向上を図り，義務教育の

一層の充実を期する｣(同法第１条)こととされている。

したがって，介護等体験によって，障害児・者とより

一層，適切で積極的な関わりができるようになること

が期待される。本研究では，この期待が実現されてい

るかどうかについて明らかにするために，障害者に関

連する具体的な場面を設定し，そのような場面でどの

ように行動し，どのような気持ちを抱くと思うかにつ

いて，学生に回答を求める。介護等体験の前後におけ

る行動と気持ちの主観的な変化についての回答を得

て，変化の方向性を明らかにするとともに，どのよう

な場面で主観的な変化が大きく，どのような場面で主

観的な変化が小さいかを明らかにしようとする。また，

介護等体験における体験内容が障害者に対する行動や

気持ちの変化の有無に影響を与えるかどうかについて

も吟味する。

　　　　　　　　方　　　　　法

調査対象者

　Ａ大学の教員養成課程の１年生に在籍する学生で，

Ａ大学附属養護学校での介護等体験に参加した151名

が本調査への回答に応じた。このうち，すべての項目

に有効な回答をした111名(男31名，女80名)を分析対

象とした。分析対象者の年令は，18歳27名，19歳74名，

20歳10名であった。分析対象者は全員，社会福祉施設

等での介護等体験は未経験であった。

調査用紙

　調査項目は, (1)年齢，性別等を尋ねるフェースシー

ト項目, (2)養護学校における介護等体験での各体験内

容の有無と，体験した場合の気持ちについての質問項

目，介護等体験全体を通しての気持ちを尋ねる項目，

(3)障害者に関連する日常場面に出会ったら，介護等体

験の前にはどのように行動し，どのような気持ちを抱

いたか，また，今後(介護等体験後)，どのように行動

し，どのような気持ちを抱くかについて尋ねる項目で

構成した。

　介護等体験における体験内容についての項目を

Table 1 に示した｡実際の調査用紙では,項目１から項

目11において, Table 1 に示す文の末尾に「時があっ

た」が付加されている。項目１－９は子どもに関する項

目である。項目1, 2, 7は，子どもが学生に働きか

ける体験であり，項目3, 4, 8は，学生が子どもに

働きかける体験である。また，項目5, 6, 9は，学

生と子どもが相互に関わっている体験である。項目

10-12は先生に関する項目である。項目13, 14は学校の

雰囲気についての項目である。これらの項目のうち，

項目1, 3, 5, 6。7, 9, 10, 12, 13は，肯定的

な気持ちを抱くと予想される体験内容であり,項目2，

4, 8, 11, 14は，否定的な気持ちを抱くと予想され

る項目である。

　これらの項目について，体験したかどうかについて

回答を求めた。体験したと回答した学生については，

その時，どのような気持ちを抱いたかについて, Table

1に示す10個の気持ちの中から当てはまる気持ちを選

択（複数回答可）するように求めた。肯定的な気持ち

を表す選択肢として，「うれしかった」，「楽しかった」。

　「充実感を持った」，「感動した」を用意した。また，

否定的な気持ちを表す選択肢として，「嫌だった」，「つ

まらなかった」，「困った」，「不安だった」を用意した。

さらに，「何も感じなかった」，「その他」（具体的な記

述を求める）も用意した。個々の体験内容についての

質問の後，介護等体験全体を通じて抱いた気持ちにつ

いて質問した。用意した選択肢は，個々の体験内容に

ついての質問の場合と同一であったが，ここでは，最

も当てはまる気持ちを１個だけ回答するように求め

た。

　障害者に関連する日常場面の選定に当たっては，調

査対象者と障害者との関わりが直接的か間接的か，ま

た，直接的な関わりの場合，調査対象者にとって障害

者が既知か未知かを考慮して，「車を駐車しようとし

て，車椅子専用の駐車スペースが空いているとした

ら」，「駅で切符を買う時に，目の見えない人が切符売

り場にいるとしたら」，「大学であなたと同じクラスに

障害を待った学生がいるとしたら」，「障害者に対する

偏見を待った話を友達がしているとしたら」，「障害者

の施設や学校から，ボランティアのお願いをされたと

したら」，の５場面を用意した。以下の記述では，それ

ぞれの場面を「駐車スペース」，「切符売り場」，「同級

生」，「偏見」，「ボランティア」と略記する。これらの

場面における選択肢として，行動，気持ちそれぞれ３

個の選択肢を用意し，最も当てはまると思うものを１

個選択するように求めた。選択肢は障害者に対して積

極的と考えられるもの，消極的と考えられるもの，お

よびその中間と考えられるものを用意した｡以後,各々
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Table l　体験者率と気持ち選択者率（％）
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Table 2　障害者に関する場面の選択肢

の選択肢を「積極」，「消極」，「中間」と略記する。た

だし，「ボランティア」の場面の行動については，「積

極」，「消極」の２つの選択肢しか用意しなかった。各

場面の選択肢をTable 2 に示す。

手続

　大学で実施された介護等体験の事後指導の終了後に

調査への回答を依頼し，協力の得られた学生に調査用

紙を配布し，回答を求めた。回答は無記名とした。

　　　　　　　　結　　　　　果

　介護等体験において，各体験内容を体験した者の割

合（体験者率）をTable 1 に示した。子どもに関する

体験（項目１ －９）の体験者率は90％代が６項目, 80%

代が３項目であり，すべての項目で体験者率は高かっ

た。しかし，「６．子どもと一緒に何かができたと感じ

た」（81.1％），「9.子どもと体を通して触れ合ってい

ると感じた」(82.0%)は他の項目に比べて体験者率は

やや低かった。

　先生に関する体験（項目10-12）では，肯定的な体験

と考えられる「10.先生の子どもへの接し方が尊敬で

きると感じた」の体験者率は95.6%と高く，否定的な

体験と考えられる「11.先生の子どもへの接し方が適

切でないと感じた」の体験者率は18.0％と低かった。

先生との肯定的な体験と考えられる「12.あなたにい

ろいろな話をしてくれたり，あなたの質問に答えてく

れたりする先生がいた」の体験者率は61.3%であり，

肯定的と考えられる他の体験（子どもに関する体験，

先生に関する体験）の体験者率よりも低かった。

　学校の雰囲気については，全貝が「13.学校の雰囲

気が全体としてよいと感じた」に「はい」と回答して

いる。全調査対象者の1.8%は，「14.学校の雰囲気が

全体としてよくないと感じた」にも「はい」と回答し

ている。

　各項目について，体験者のうち，それぞれの気持ち

を選択した者の割合（気持ち選択者率）をTable 1 に

示した。子どもが学生に働きかける体験のうち，肯定

的な気持ちを抱くであろうと予想した項目１，７では，

ともに「うれしかった」（項目1 : 81.0％，項目7:

90.0％）を選択した者が一番多かった。子どもが学生

に働きかける体験のうち，否定的な気持ちを抱くであ

ろうと予想した項目（項目２）では，全員が「つまら

なかった」を選択しており，ついで「困った」を選択

した者が83.0%と多かった。

　学生が子どもに働きかける体験のうち，肯定的な気

持ちを抱くであろうと予想した項目（項目３）では。

　「うれしかった」（81.0％）が一番多かった。学生が子

どもに働きかける体験のうち，否定的な気持ちを抱く

であろうと予想した項目（項目4, 8)では，ともに

　「困った」（項目4 : 83.2%,項目8 : 68.3%)が一番

多かった。

　学生と子どもが相互に関わって，肯定的な気持ちを

抱くと予想した項目5, 6, 9では，３項目とも「う

れしかった」（項目5 : 82.5%,項目６：66.7%,項目

9 : 56.0%)が一番多く，「楽しかった」（項目5:

59.2%,項目6 : 47.8%,項目９：48.4%)がこれに

続いていた｡また,「充実感を持った」（項目5 : 37.9%,

項目6 : 45.6%,項目9 : 46.2%)を選択した者の割

合も多かった。
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Table 3　気持ち数の度数分布（％）

　先生に関する体験のうち，「10.先生の子どもへの接

し方が尊敬できると感じた」では,「感動した」(73.6%)

が一番多かった。「11.先生の子どもへの接し方が適切

でないと感じた」では，「不安だった」(40.0%),「嫌

だった」（30.0％），「困った」(25.0%)に分散してい

た。「12.あなたにいろいろな話をしてくれたり，あな

たの質問に答えてくれたりする先生がいた」では，「う

れしかった」(61.8%)が一番多く，「充実感を待った」

　(29.4%)がこれに続いていた。

　学校の雰囲気についての体験である「13.学校の雰

囲気が全体としてよいと感じた」では,「感動した」(36.

9%),「楽しかった」(28.8%),「充実感を持った」(20.

7％）に分散していた。「14.学校の雰囲気が全体とし

てよくないと感じた」については，「はい」と回答した

者が少なかったので，分析の対象から除外する。

　介護等体験全体で抱いた気持ち（１個選択）では。

　「充実感を待った」(44.1%),「楽しかった」(32.4%)

が多かった｡否定的な気持ちを抱いた者は3.6%とわず

かであった。

　各項目について，各体験者が選択した気持ちの数の

度数分布を示したのがTable 3 である。子どもに関す

る項目についてみると，学生が子どもに働きかけて否

定的な気持ちを抱く２つの体験（項目4, 8)では，

気持ちを１個選んでいる者が70％を越えており，他の

項目に比べて多かった。一方，学生と子どもが相互に

関わって肯定的な気持ちを抱く体験（項目5, 6, 9)

においては，３個以上の気持ちを選んだ者の割合は

30％前後であり，他の項目に比べて多かった。また，

項目５，６は１個の気持ちを選んだ者は40％前後であ

り，他の項目に比べて少なかった。先生に関する体験

と学校の雰囲気については，どの項目も１個を選んだ

者の割合が多かった。

　障害者に関連する場面での行動と気持ちを介護等体

験の前後別にまとめたのがTable 4 である。　３個の選

択肢が用意されている項目１から項目４について，行

動の結果をみていく。「消極」を選んだ者の割合は，体

験前の「２．切符売り場」の27.9%を除けば，すべて

10％以下であった。項目1, 2, 3, 4ともに，体験

前に比べて体験後では「中間」を選んだ者の割合が減

少し，「積極」を選んだ者の割合が増大しているが，変

化の大きい項目と小さい項目がある。「１．駐車スペー

ス」と「３．同級生」は，体験前において，すでに「積

極」を選んだ者の割合が多く，変化は少ない。一方。

　「２．切符売り場」と「４．偏見」は体験後になると。

　「積極」を選ぶ者の割合が大幅に増えている。「中間」

の選択肢のない「５．ボランティア」も体験前に比べ

て，体験後は「積極」を選んだ者の割合が大幅に増え

ている。

　気持ちについての結果は，行動についての結果と類

似している。「消極」を選んだ者の割合は全般に少ない

が，「４．偏見」では10％を越えており，他の項目に比

べて多い。５項目すべてにおいて，体験前に比べて体

験後では「中間」を選んだ者の割合が減少し，「積極」

を選んだ者の割合が増大しているが，変化の大きい項

目と小さい項目がある。「１．駐車スペース」と「３．

同級生」は，体験前において，すでに「積極」を選ん

だ者の割合が多く，変化は少ない。一方，「２．切符売

り場」，「４．偏見」，「５．ボランティア」は体験後に

なると，「積極」を選ぶ者の割合が大幅に増えている。

　行動と気持ちの関連を明らかにするために，行動よ
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Table 4　行動と気持ちの関連（％）

りも気持ちの方が消極的な回答をしている者（たとえ

ば，行動の設問に対する回答が「積極」で，気持ちの

設問に対する回答が「中間」の者），行動と気持ちが同

じ者（たとえば，行動，気持ちの設問に対する回答が

ともにF中間）の者），行動よりも気持ちの方が積極的

な者（たとえば，行動の設問に対する回答が「中間」

で，気持ちに対する回答が「積極」の者）の割合を算

出した。その結果がTable 5 である。「５．ボランティ

ア」は，行動の選択肢に「中間」がないので，この分

析の対象から除外した。「１．駐車スペース」と「３．

同級生」は，行動と気持ちが同じ者の割合が多かった。

　「２．切符売り場」と「４．偏見」は，行動と気持ち

が同じ者の割合が多いものの，気持ちの方が積極的な

者の割合は，「１．駐車スペース」，「３．同級生」より

も多かった。特に，「２．切符売り場」の体験前では，

気持ちの方が積極的な者の割合は56.8%と高率になっ

ている。

　体験前から体験後への変化についてまとめた結果が

Table 6 である。行動,気持ちともにすべての項目にお

いて，消極的な方向への変化をした者（たとえば，体

験前では「積極」を選択し，体験後は「中間」を選択

した者）はほとんどいなかった。「１．駐車スペース」

と「３．同級生」は類似した結果を示しており，変化

なしの者の割合が行動，気持ちともに80％以上と多

かった。「２．切符売り場」，「４．偏見」，「５．ボラン

ティア」は，積極的な方向への変化を示した者（たと

えば，体験前では「中間」を選択し，体験後は「積極」

を選択した者）の割合は，「１．駐車スペース」，「３．

同級生」に比べて多かった。

　介護等体験での体験内容が障害者に関連する場面で

の行動や気持ちに影響を与えるか否かを吟味するため

に，以下の分析を行った。まず，子どもに関する体験

　（項目１から項目９）について，各調査対象者が肯定

的な気持ちを抱いた項目数（肯定的気持ち体験数）と

否定的な気持ちを抱いた項目数（否定的気持ち体験数）

を求めた。なお，ある場面で肯定的な気持ち，あるい

■ ■ 皿

Table 5　気持ち数の度数分布（％）

Table 6　前後での変化（％）

は否定的な気持ちを複数選択していても，肯定的気持

ち体験数，あるいは否定的気持ち体験数は１とみなし

た。次に，障害者に関連する各項目について，体験前

の回答と体験後の回答のすべての組み合わせについ

て，該当する調査対象者数を求めた。さらに，この人

数が５名以上の組み合わせについて，肯定的気持ち体

験数と否定的気持ち体験数の平均と標準偏差を求め

た。最後に，体験前で同一の選択肢を選び，体験後に

は異なる選択肢を選んだグループ間の平均の差の有意
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性の有無をｔ検定（２グループの場合），あるいは分散

分析（３グループの場合）によって検定した。その結

果がTable 7 である。たとえば，「１．駐車スペース」

で体験前，体験後ともに「中間」を選んだ者は６名い

て，肯定的気持ち体験数の平均は5.17であり，体験前

は「中間」を選び，体験後は「積極」を選んだ者は14

名いて，その平均は5.21である。この２グループの平

均間には，有意差はみられない。

　肯定的気持ち体験数についてみる。「2.切符売り場」

で体験前に行動で「中間」と回答した者では，体験後

も回答に変化がなかった群よりも積極的な方向に変化

した群の方が平均は有意に高かった。「４．偏見」にお

いても，体験前に行動で「中間」と回答した者では，

体験後も回答に変化がなかった群よりも積極的な方向

Table 7　前後での回答の組み合わせ別　体験気持ち数

△p＜.10　　＊p＜.05
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に変化した群の方が平均は有意に近く高かった。平均

の数値だけでみると，比較可能な12対のうち，積極的

な変化を示した群の方が高い対が11個，変化のない群

の方が高い対が１個であった。

　否定的気持ち体験数についてみる。「１．駐車スペー

ス」で体験前に行動で「中間」と回答した者では，体

験後も回答に変化がなかった群よりも積極的な方向に

変化した群の方が平均は有意に近く高かった。「３．同

級生」においても，体験前に気持ちで「中間」と回答

した者では，体験後も回答に変化がなかった群よりも

積極的な方向に変化した群の方が平均は有意に近く高

かった。平均の数値だけでみると，比較可能な12対の

うち，積極的な変化を示した群の方が高い対が９個，

変化のない群の方が高い対が３個であった。

　　　　　　　　考　　　　　察

　本研究では，介護等体験において子どもと関わる体

験内容を９項目用意した。体験者率は最低の項目でも

81.1%であり，ほとんどの学生が子ともと関わって，

肯定的な気持ちを抱く体験も否定的な気持ちを抱く体

験もしていることが明らかになった。本研究で言う「否

定的な気持ちを抱く」体験とは，子どもとの意思疎通

や関わりがうまく行かなかった体験であり，子どもに

対して否定的な気持ちを抱いたことを意味している訳

ではない。子どもが学生に働きかける体験や学生が子

どもに働きかける体験に比べて，学生と子どもが相互

に関わる体験の体験者率はやや低かった。これは，養

護学校における介護等体験の期間が２日間と短く，学

生が子どもと深く関われる機会が少なかったことが原

因と考えられる。

　ほとんどの調査対象者は，先生の子どもへの接し方

が尊敬できると感じており，子どもへの接し方が適切

でないと感じた者はわずかであった。また，全員が学

校の雰囲気は全体としてよいと感じている。さらに，

介護等体験全体で抱いた気持ちに対する回答では，否

定的な気持ちを抱いた者はほとんどいなかった。これ

らの結果より，調査対象者は，概ね介護等体験先の学

校や先生に対して,良好な印象を持ったと考えられる。

しかし，先生と話したり，先生に質問した調査対象者

は61.3%と比較的少なかった。この少なさの一因も介

護等体験の期間の短さにあると考えられる。

　子どもに関する体験で肯定的な気持ちを抱く場合，

　「うれしかった」が最も多く選択されている。同じく

肯定的な気持ちを抱く体験でも，学生と子どもが相互

に関わる体験では「充実感を持った」を選択する者が

相対的に多い。また，学生と子どもが相互に関わる体

験では，選択する気持ちの数は他の体験よりも多い。

これらの結果より，学生と子どもが相互に関わる体験

は,他の体験に比べてより豊かな体験であると言える。

子どもとの関わりがうまくできなかった体験では，

　「困った」という困惑の気持ちを抱く者が多かった。

　先生や学校に対して肯定的な気持ちを抱いた場合

　「感動した」が最も多く選択されている。一方，先生

に否定的な気持ちを抱いた場合，選択される気持ちは

分散しており，また，抱いた気持ち数は１個が多い。

これは，先生に対して否定的な気持ちを抱く場面が多

様なことを予想させる。また，学生が先生と関わるこ

とができた場合には，学生と子どもが相互に関わる体

験と同様に「うれしかった」が最も多く選択され，「充

実感を持った」も多く選択されている。相手が子ども

であろうと先生であろうと，他者と相互に関わること

ができた場合，「うれしかった」や「充実感を待った」

といった気持ちが抱かれやすいと考えられる。

　障害者に関連する場面での行動と気持ちについての

結果より，おおまかに見て「１．駐車スペース」と「３．

同級生」が類似しており，また，「２．切符売り場」。

　「４．偏見」，「５．ボランティア」が類似していると

言える。行動，気持ちともにすべての項目において，

介護等体験前に比べて介護等体験後では「中間」が減

り，「積極」が増えている。しかし，前後でめ変化の大

きさをみると，「１．駐車スペース」と「３．同級生」

は介護等体験前において，すでに「積極」を選択して

いる者の割合が多く，変化は小さい。一方，「２．切符

売り場」，「４．偏見」，「５．ボランティア」では介護

等体験後になると，「積極」を選択する者が大幅に増え

ている。行動よりも気持ちの方が積極的な者の割合は。

　「１．駐車スペース」，「３．同級生」よりも「２．切

符売り場」，「４．偏見」の方が多い。

　介護等体験前から介護等体験後への回答の変化のパ

ターンを見ると，行動，気持ちともにすべての項目に

おいて,消極的な方向へ変化する者はわずかであった。

この結果より，介護等体験が学生に対して好ましくな

い影響を与える可能性は少ないと考えられる。「１．駐

車スペース」，「３．同級生」は変化しない者の割合が

多いのに対して，「２．切符売り場」，「４．偏見」，「５．

ボランティア」は，積極的な方向に変化する者の割合

が多い。「１．駐車スペース」，「３．同級生」において，

積極的な方向へ変化した者が少なかったのは，介護等

体験前において，すでに積極的な回答をしている者が

多いために，積極的な方向への変化の可能性が少ない

ことによるのであろう。

　「２．切符売り場」，「３．同級生」，「５．ボランティ

ア」は，いずれも障害者と直接，関わるか否か，関わ

るとすれば，どのように関わるのか，についての回答

を求めている。「３．同級生」のように，既知の障害者

に対しては，介護等体験前ですでに，積極的な関わり

をすると回答する者が多い。一方，「２．切符売り場」

や「５．ボランティア」のように，未知の障害者に対

しては，介護等体験前では，気持ちの面では積極的で

あっても，その気持ちを行動として外に出せないと
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思っている者が多い。介護等体験を経て，行動面でも

積極的になれる者が多いと言える。

　　「１．駐車スペース」は，直接，障害者と関わらな

くても積極的な行動がとれる場面であるので，介護等

体験前でも積極的な行動をすると回答した者が多いの

であろう。これに対して，「４．偏見」は，積極的な障

害観がないと積極的な行動がとれない場面であるため

に，介護等体験前では，積極的な行動がとれる者が少

なかったのであろう。障害児と関わる体験をして障害

観がある程度，確立した者は，積極的な行動をとれる

ようになったと考えられる。

　介護等体験の前後で変化のなかった群よりも介護等

体験後に積極的な方向へ変化した群の方が，介護等体

験において肯定的な気持ちを抱く体験も否定的な気持

ちを抱く体験もより多く体験している傾向がみられ

た。これは，子どもとの関わりをより多く体験した方

が，障害者に対して，より積極的な方向へ変化する可

能性が多いことを示している。

　本研究では，介護等体験後に，主観的な変化の有無

を尋ねた。介護等体験前と介護等体験後に同一の調査

を実施するという調査方法も必要である。また，本研

究では，介護等体験先の受け入れ状況などの要因も吟

味していない。これらの点について，今後，検討する

必要がある。

　　　　　　　　要　　　　　約

　養護学校における介護等体験が障害者に対する行動

や気持ちに与える影響について明らかにするために，

介護等体験に参加した大学生111名に調査を実施した。

子どもと関わる体験では，肯定的な気持ちを抱く体験

でも否定的な気持ちを抱く体験でも体験者率は80％を

越えており，ほとんどの学生が子どもと関わっていた。

学生と子どもが相互に関わる体験や学生と先生が相互

に関わる体験をした者の割合は，他の体験に比べて低

かった。これは，介護等体験の期間の短さが一因と考

えられる｡子どもや先生と相互に関わる体験をすると，

他の体験に比べてより豊かな感情を持つと考えられ

る。

　介護等体験に参加することによって，未知の障害者

と積極的に関わろうとする方向へ意識が変化する学生

が多くいた。また，積極的な障害観が確立していく傾

向もみられた。介護等体験において，より多く子ども

と関わった学生ほど，障害者に関連する場面で積極的

になる傾向がみられた。
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